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W40c The largest glitch in the Crab pulsar in 2017 November
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パルサーは強磁場を持ち高速で回転する中性子星である。その回転周期は数ミリ数秒で、非常に安定している。
しかし、若いパルサーの中には、短時間に突然スピンアップする glitchという現象が起こるパルサーが存在する。
グリッチは中性子星の内部構造に起因すると考えられているため、その内部構造の情報が得られると期待されて
いる。

2017年 11月に過去最大の glitchがCrab pulsarで発生し、豊川、鹿島で観測された。この 2地点で観測された
パルスの到来の時刻データを用いて、glitch前後でのパルスの位相が揃うように fittingを行ない、Jodrell Bank
の結果 (Shaw et al. 2018)と比較する。
また、同日のCrab pulsar の glitchはMAXI GSC(ガススリットカメラ)によりX線でも観測が行われている。

そこで、電波の観測データを用いて得られたパラメータを使ってX線での観測データの解析を行い、電波とX線
とで位相の変化の有無を調べ、その結果を報告する。


